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Abstract
　The purpose  of  this  study was  to  examine  the  first  impressions  seen  in  friendships,  and  the  subsequent  changes  in 
impressions after passage of  time. The first  impressions and the current  impressions were simultaneously surveyed by 
comparing cases with “bad first impression, but is a good friend now” and “good first impression, but is not friendly with 
now.” The results showed that change in impressions influenced the relationship between friends. Gender differences were 























＊ 1   立正大学大学院心理学研究科対人・社会心理学専攻修士課程


















































































積極さ第一印象 まじめさ第一印象 やさしさ第一印象 M SD α
問17　消極的な～積極的な .81 -.15 -.07
問10　にぎやかな～静かな -.73 -.10 .27
問8 　無口な～おしゃべりな .69 .15 -.30
問19　控えめな～でしゃばりな .68 .13 .14
問2 　陽気な～陰気な -.68 -.13 .12
問20　小心な～大胆な .68 -.01 .26
問18　外交的な～内向的な -.66 -.04 .12
問30　たくましい～弱弱しい -.65 .23 -.15
問21　穏やかな～はげしい .60 .29 .15
問29　元気な～病弱な -.59 .13 .08
問12　臆病な～勇敢な .57 -.36 .25
問5 　派手な～地味な -.54 -.25 .04
問4 　感情的な～理性的な -.53 -.17 .03
問24　冷静な～情熱的な .52 .23 -.09
問22　個性のない～個性的な .43 .05 .01
問9 　まじめな～ふまじめな .08 .73 .03
問16　無責任な～責任感のある .10 -.71 -.17
問28　きちんとした～だらしない .07 .71 .06
問14　不誠実な～誠実な .10 -.60 -.14
問3 　勤勉な～怠惰な .12 .59 -.07
問27　慎重な～軽率な .24 .59 .04
問23　大人っぽい～子どもっぽい .20 .42 -.03
問6 　厳しい～やさしい -.02 .07 -.79
問26　暖かい～冷たい -.28 .02 .61
問15　親切な～意地悪な -.15 .40 .59
問11　素直な～強情な -.18 .26 .58
問7 　強気な～弱気な -.40 .03 -.53
問1 　短気な～気長な -.17 -.18 -.46
因子間相関 積極さ第一印象 まじめさ第一印象 やさしさ第一印象























M SD M SD t値
積極さ 3.24 .57 3.49 .49 4.96 ***
まじめさ 3.15 .58 3.31 .62 5.27 ***






































積極さ第一印象 まじめさ第一印象 責任感第一印象 M SD α
問30　たくましい～弱弱しい .70 .21 .06
問18　外交的な～内向的な .63 .01 -.04
問19　控えめな～でしゃばりな -.62 .24 .02
問10　にぎやかな～静かな .62 .03 .15
問7 　強気な～弱気な .58 .11 .24
問17　消極的な～積極的な -.55 .06 .23
問2 　陽気な～陰気な .54 .07 -.02
問20　小心な～大胆な -.52 .19 .16
問5 　派手な～地味な .49 -.06 .17
問24　冷静な～情熱的な -.36 .35 -.12
問13　頼りない～頼もしい -.35 -.13 .29
問27　慎重な～軽率な .02 .79 .08
問28　きちんとした～だらしない .19 .65 -.11
問3 　勤勉な～怠惰な .04 .52 -.01
問9 　まじめな～ふまじめな .06 .50 -.11
問21　穏やかな～はげしい -.41 .43 -.14
問23　大人っぽい～子どもっぽい -.25 .42 -.25
問22　個性のない～個性的な -.26 .38 .17
問16　無責任な～責任感のある .03 -.02 .67
問1 　短気な～気長な .16 .09 .64
問14　不誠実な～誠実な .11 -.17 .63
問25　不潔な～清潔な -.05 -.07 .58
問15　親切な～意地悪な .13 .31 -.43
問6 　厳しい～やさしい -.03 .11 .39
因子間相関 積極さ第一印象 まじめさ第一印象 責任感第一印象
















M SD M SD t値
積極さ 3.15 .55 3.36 .56 3.63 ***
まじめさ 3.20 .54 2.83 .56 4.99 ***







































M SD M SD t値 M SD M SD t値
積極さ 3.29 .90 3.52 .70 3.53 ** 3.23 .91 3.63 .62 4.75 ***
まじめさ 2.84 .79 3.29 .71 5.71 *** 3.20 .78 3.35 .72 1.56
やさしさ 2.76 .82 3.51 .80 8.04 *** 2.80 .86 3.68 .71 9.52 ***
**p<.01 ***p<.001































M SD M SD t値 M SD M SD t値
積極さ 3.20 .81 3.28 .71 .99 3.02 .78 3.43 .82 5.57 ***
まじめさ 3.25 .68 2.76 .83 6.18 *** 3.16 .74 3.18 .90 .23
やさしさ 3.29 .69 2.97 .73 3.58 *** 3.51 .61 2.78 .83 8.87 ***
***p<.001
男性 女性






















ての因子でα＝.70を上回っていることを確認した。それぞれの因子分析の結果を表 7 ・ 表 8 に示す。自己意識における
「私的自己意識」、「公的自己意識」、「外見意識」は男女共に非常に高いことが示された。また、自己評価における「肯定
的評価」、「否定的評価」は比較的低いことが示された。それぞれから抽出された因子の平均値をもとに“平均値±0.5×




私的自己意識 公的自己意識 外見意識 M SD α
問7　しばしば、自分の心を理解しようとする .76 -.07 -.12
問5　自分が本当は何をしたいのか考えながら行動する。 .68 .07 .06
問1　つねに、自分自身を見つめる目を忘れないようにしている .58 .02 .05
問2　自分が他人にどう思われているのか気になる -.01 .75 .00
問9　自分の発言を他人がどう受取ったか気になる .09 .68 .07
問6　世間体など気にならない -.06 .54 -.25
問3　髪型が自分の思い通りにいかないと気になる -.11 -.15 .75
問4　出かける前には、必ず身だしなみを確かめる .17 -.12 .63
問8　自分の容姿を気にするほうだ -.05 .33 .55
因子間相関 私的自己意識 公的自己意識 外見意識
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